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小学校社会科における歴史教育と地域教材
* 堀　田　幸　義・ ** 堀　田　理　永
─参勤交代を事例に─
A History Education and Regional Teaching Materials in Elementary School Social Studies :
In the Case of Sankin-kotai.



















































































































































































































































































































































































































































































0 38 98 115 70 321
0.0% 11.8% 30.5% 35.8% 21.8% 100.0%
₅年研修
1 76 108 116 28 329
0.3% 23.1% 32.8% 35.3% 8.5% 100.0%
10年研修
2 38 89 61 19 209
1.0% 18.2% 42.6% 29.2% 9.1% 100.0%
合　　計
3 152 295 292 117 859











































































61 132 95 29 4 321
19.0% 41.1% 29.6% 9.0% 1.2% 100.0%
₅年研修
33 117 124 50 5 329
10.0% 35.6% 37.7% 15.2% 1.5% 100.0%
10年研修
12 70 86 34 7 209
5.7% 33.5% 41.1% 16.3% 3.3% 100.0%
合　　計
3 152 295 292 117 859





























































































































































































































そう思う   どちらかというとそう思う   あまり思わない   思わない 
  
3. それはなぜですか。 




そう思う   どちらかというとそう思う   あまり思わない   思わない 
 
5. 中学校での歴史の授業は楽しみですか。 





                               
                               
                               
                               
                               





































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































ある 23 71.9% 16 50.0% -7 
どちらかというとある 3 9.4% 11 34.4% 8 
あまりない 4 12.5% 4 12.5% 0 
ない 2 6.3% 1 3.1% -1 
₂．歴史の学習は必要だと
思いますか。
そう思う 18 56.3% 18 56.3% 0 
どちらかというとそう思う 12 37.5% 12 37.5% 0 
あまり思わない 2 6.3% 2 6.3% 0 




そう思う 13 40.6% 15 46.9% 2 
どちらかというとそう思う 14 43.8% 16 50.0% 2 
あまり思わない 4 12.5% 1 3.1% -3 
思わない 1 3.1% 0 0.0% -1 
₅．これからの歴史の授業
は楽しみですか。
楽しみ 18 56.3% 17 53.1% -1 
どちらかというと楽しみ 8 25.0% 9 28.1% 1 
あまり楽しみではない 5 15.6% 6 18.8% 1 





































































































































































料である。22 後掲の絵図₁ ～ ₃は同絵図の新町宿（現
富谷市富谷）と七北田宿（現仙台市泉区）付近の部分
であるが、その他の地域についても、現在の岩手県南
部～宮城県域を通っていた奥州街道沿いの様子を探る
ことができる。
なお、この絵図を利用する前に奥州街道がどこを
通っていたのかを把握する必要があろう。そこで、仙
台藩領を通る奥州街道の道筋を大まかに記した地図23 
を載せたのでご参照いただきたい。
宮城教育大学紀要　第54巻　2019
- 126 -
地図　仙台藩領を通る奥州街道
では、後掲の絵図₁ ～ ₃について、いくつかポイ
ントとなる点について確認してみよう。まず、新町宿
付近を描いた絵図₁－①であるが、街道の出入り口に
は「木戸」が設けられており、この「木戸」を入ると周
辺の村々や街道沿いの風景とは異なる町場化した空間
が広がっており、宿場町の住人たちが住む屋敷が道の
両側に建ち並んでいることがわかる。
宿場町のなかを進んでいくとその途中には「高札
場」があり、四隅に柱のある屋根付きの建物のなかに
高札が建てられている様子がわかる（絵図₁－②）。
こうした幕藩の禁令・法令を庶民に周知する高札を掲
げる「高札場」は幕藩領主の権威を誇示する場として
の役割を担っており、24 新町宿にもそうした場所が存
在したのである。
なお、この絵図に描かれたような「への字」に曲がっ
た道筋は現在でも確認することができる。
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次に、絵図₂について。これは七北田宿を描いた部
分であり、新町宿と同じように、宿場町の出入り口に
は「木戸」が存在し在地とは異なる町場であることが
視覚的にもわかるようになっている。そして、新町宿
と同じく、七北田宿のなかにも「高札場」が設けられ
ていたことがわかる。七北田川にかかる「橋」やその
側にある「明神」も描かれており、どちらも現在でも
みることができるものある。
また、橋をわたると土まんじゅうに木が植えられた
「一里塚」をみることができるが、徳川の世になって
絵図₁－①　『仙台領奥州街道絵図』（新町宿付近）
絵図₂　『仙台領奥州街道絵図』（七北田宿～七北田橋付近）
絵図1- ②　『仙台領奥州街道絵図』（新町宿の「高札場」）
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絵図₃　『仙台領奥州街道絵図』（七北田橋～八乙女付近）
全国に普及した「一里塚」が、七北田宿を出て橋を渡
り終えた辺りにも存在したことがわかる。明治以降、
鉄道の普及とともにその姿を消すことになる「一里塚」
は、江戸時代には全国の街道の両脇に設置されており、
₁里（約₄km）ごとに置かれたことから里程の目安や
乗り賃支払いの場合の目安に役立ち、日差しの強い日
には木陰の休所ともなったという。25
最後の絵図₃は絵図₂の続きの部分である。「一里
塚」を越えると「八乙女」という地名がみられ、現在
の仙台市営地下鉄南北線の八乙女駅（仙台市泉区）付
近の江戸時代の様子がわかる。さらに街道を南へ進む
と「斬罪場」と「石仏」があるが、この「斬罪場」は奥
州街道沿いに設けられた罪人の処刑場で、本絵図が描
かれた後の時代にあたる1746年（延享₃）に仙台藩5代
藩主伊達吉村の妻長松院の意向によって念仏堂（河北
堂・河南堂）が設置されているが、26 この絵図中には
街道の方を向いている「石仏」が描かれている。
以上、絵図に描かれたポイントとなるようなものに
ついて、若干の説明を加えた。ほかにも現在まで残る
寺社や地名・道が描かれており、興味は尽きない。こ
の「仙台領奥州街道絵図」についても、仙台市博物館
にはパネル資料が用意されているとのことなので、貸
出資料を利用したいとお考えの学校関係者が積極的に
利用されることを期待したい。
おわりに
今年度前期、₂年生向けのある授業でレポート課題
を出したところ、「歴史というのは自分たちとはかけ
離れたテレビドラマのように感じていた」と書いてき
た学生がいる。「歴史」を「自分たちとはかけ離れたテ
レビドラマのように感じていた」というのだから、ま
さに「他人ごと」としてしか「歴史」をみておらず、「自
分ごと」として「歴史」を学ぶ経験を全くして来なかっ
たことが如実にわかる文章である。また、別の学生は、
これまで受けてきた「社会科の授業」を評して、「ただ
過去にあったことを黒板に並べるだけ」だといい「歴
史を身近に感じられることはほとんどなかった」とい
う感想を漏らしている。「歴史」は日常生活のなかで「使
う」ことがないばかりか「遠い過去の出来事」なので
あり、が故に、身近には感じられないのだという。
果たして、こうした感覚は珍しいものなのであろう
か。前稿でも述べ、本稿の冒頭でも触れたように、自
らが生きている時代よりも何世代も前に起こった歴史
的事象を「他人ごと」ではなく「自分ごと」として捉え
るのは、そもそも簡単なことではないのであり、どう
すれば児童・生徒をして「歴史」を「自分ごと」として
捉えさせ、主体的に学習する意欲を湧き上がらせるこ
とができるのか、それを考えていく必要があろう。
一方で、児童・生徒たちは教科書以外の知識や情報
を欲しており、逆に、教科書のみを使った、教科書の
内容のみに終始する授業、すなわち、「ただ教科書の
内容をそのまま板書したり、話したりするだけ」で、「説
明も教科書に載っているような説明」をするだけの授
業を嫌い、そうした授業は、児童・生徒の興味・関心
を削ぐ結果をもたらしてしまい、「歴史の勉強」＝暗
記という印象まで与えてしまう可能性がある。
以上のような状況に鑑みるとき、古くからその教育
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注
₁　以上、佐々木潤「最高のスタートを！ どの子も社会科好き
になる仕掛け術」（『社会科教育』720、2019年）28頁参照。
なお、佐々木氏によれば、「全国で行われた『義務教育に関
する意識調査』（文部科学省：二〇〇五年六月）では、体育
科が80.8％で一位、社会科は47.0％（複数回答）で最下位。
二〇〇六年ベネッセが実施した『第四回学習基本調査報告
書・国内調査小学生版』でも、好きな教科の第一位は体育科
で84.9％、社会科は48.0％でここでも堂々の最下位」だといい、
氏は、これらの調査結果から判断し「社会科は嫌われている」
としている。
₂　『小学校学習指導要領解説 社会編』（文部科学省、2017年）
₃-₄頁。
₃　山田智「だれが歴史教育を『暗記』にするのか」（『歴史評論』
774、2014年）55頁。
₄　中瀬雅之「【₆年】歴史っておもしろい 自分事として捉える
歴史学習」（前掲『社会科教育』720）66-67頁。
₅　遠山茂樹「₂　社会科教育の領域と内容―歴史」（同『遠山茂
樹著作集　第七巻　歴史教育論』〈岩波書店、1992年〉所収、
初出は岩波講座『現代教育学』13、1961年）24頁。
₆　堀田幸義・堀田理永「小学校の歴史教育における地域教材の
活用と主権者意識の醸成」（『宮城教育大学紀要』53、2019年）
136頁。以下、「前稿」と表記。
₇　中瀬前掲「【₆年】歴史っておもしろい 自分事として捉える
歴史学習」67-68頁。
₈　前稿。
₉　詳しくは、田中良英・堀田幸義・津田智史「小学校社会科教
育における歴史的思考力の涵養に向けて」（『宮城教育大学
紀要』54、2020年）第₂章を参照のこと。
10　「元生徒」を対象とするアンケート調査については、すでに
小田中直樹氏による研究がある。小田中氏は、全国7大学の
経済学部で開講された歴史関連科目の受講者を対象に、高校
における世界史および日本史教育全般をめぐるアンケート調
査を実施しており、そのなかから世界史の授業を取り上げ、
「元生徒」である大学生たちが記したコメント118件をもとに、
回答者が「授業がすぐれていると判断する根拠」について分
的効果が注目されている地域教材の活用を試みてはど
うであろうか。「歴史」を「自分ごと」として捉えるこ
とも、身近に感じることもできないような児童・生徒
たちにとって、自分たちの地域に関わりのある地域教
材を用いた授業というのは、遠い過去の歴史的事象を
自らに引きつけて捉え、「自分ごと」として歴史学習
に向き合う一つのきっかけを与えてくれるものなので
ある。そのことは、前稿と本稿で紹介した₂回の授業
実践の結果からも明らかであろう。その使い方に注意
が必要な点もあるが、27 「他人ごと」ではなく「自分ご
と」として「歴史」を捉えさせるようにするという意
味では非常に有効な手段である。
昨今の教員をめぐる状況をみたとき、業務の多忙化
が教材研究を行う時間的余裕さえ奪ってしまい、地域
の歴史に眼を向けるような教員の数自体が減少してい
るのではないだろうか。それは、自治体史編纂の様子
からも想像でき、かつての市町村史は地域の歴史に精
通した小中高の教員が執筆者の一員に名前を連ねてい
る例がみられるが、近年では、こうした地域の歴史を
熟知する教員の数がめっきり少なくなっているような
印象を受ける。
第₁章第₂節で紹介した歴史科学協議会主催の「座
談会」の場で、教員養成系大学・学部の大学院が教職
大学院に一本化されることが話題に上っている最中、
小嶋茂稔氏は、「これまでは各県の国立大学の教育学
部での社会科の教員養成というのは、事実上、地域史
の研究者養成機能も担っていたわけですが、こういう
事態のなかでかなりの県で、そうした人材育成の機能
が、相当怪しくなってきつつあるのでないか」と述べ、
「中・高の教員養成の機能のなかに、地域に戻ってそ
ういう地域史に関われる教員なり研究者を育てていく
ということが、今後一つ、史学科なり歴史系の大学院
に期待されることになるのではないかな、と思います」
との見解を示している。28
かつての教員養成系大学・学部が担っていた地域の
歴史を研究できるような人材の育成が今後はできなく
なっていくことを危惧した発言であるが、本稿でみた
ように、現時点でも、若手教員たちは「地域教材を開発・
活用する能力」を必ずしも必要とは考えていない様子
が垣間見られ、すでに、地域に眼を向け、地域の「もの・
ひと・こと」を教材化しそれを活用するということに
積極的意義を見いだしていない教員も多いのではない
かと思われる。
しかるに、歴史教育についていえば、目の前の児童・
生徒たちに、自分たちが歴史の延長線上にいるという
ことを実感を持って理解させ、歴史を身近に感じさせ、
「自分ごと」として「歴史」を捉えさせる上では、授業
のなかに地域教材を取り入れることが非常に有効な手
段となりうるのである。そして、こうした地域教材を
使いこなすためにも、まずは、教員の側が地域に眼を
向け、地域の歴史を知ることが重要なのではないだろ
うか。そういった意味で、われわれ研究者の側も地域
の歴史をわかりやすく社会に発信していくことが、か
つての研究者以上に求められているのかもしれない。
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析している。その調査によれば、「授業内容」については、「エ
ピソード」・「わかりやすさ」・「ストーリー」が重視され、「授
業方法」についてはプリントや視聴覚教材を含む教科書以外
の補助教材を教員が独自に採用・作成したような場合に高い
評価が与えられているというが（以上、小田中直樹『世界史
の教室から』〈山川出版社、2007年〉11-22頁より）、筆者が行っ
たアンケートの調査結果にも同様の傾向がみられる。
11　黒川みどり「教員養成の立場から歴史教育を問う」（前掲『歴
史評論』774）47-48頁。
12　本学事務局の HP（httpwww.miyakyo-u.ac.jplocalpublication.
html）を閲覧（閲覧日：2019年₉月19日）。
13　詳しくは、松岡尚敏・村上由則・出口竜作・堀田幸義「宮城
教育大学における教員養成教育の軌跡と展望⑵」（『宮城教
育大学紀要』51、2017年）、松岡尚敏・村上由則・出口竜作・
堀田幸義「宮城教育大学における教員養成教育の軌跡と展望
⑶」（『宮城教育大学紀要』52、2018年）、村上由則・松岡尚敏・
出口竜作・堀田幸義・石澤公明・小針善誠「宮城教育大学に
おける教員養成教育の軌跡と展望⑷」（『宮城教育大学紀要』
53、2019年）を参照のこと。
14　高埜利彦・糟谷憲一・川手圭一・津野田興一「座談会　大学
における歴史研究／教育の現在と未来」（『歴史評論』833、
2019年）14頁。
15　山下真一「〈筑波大学附属小学校発〉『主体的・対話的で深
い学び』をつくる教材研究 ABC」（前掲『社会科教育』720）
96頁。
16　こうした教科書の書かれ方については、前稿121 ～ 123頁を
参照のこと。
17　仙台市博物館学芸普及室「博物館資料の紹介」より。なお、
同資料は仙台市博物館学芸普及室指導主事の片寄角洋氏より
いただいた。
18　渡邊洋一「特論三　仙台藩の参勤交代」（『仙台市史 通史編
₃ 近世₁』仙台市、2001年）438頁。
19　以上、市川寛明「通日雇」（東京都江戸東京博物館編『参勤交
代』東京都江戸東京博物館・財団法人東京都歴史文化財団、
1997年）70頁、忠田敏男『参勤交代道中記』（平凡社、2003年）
76-77頁より。
20　仙台市博物館の倉橋真紀氏にご教示いただいた。
21　田中良英・堀田幸義・津田智史前掲「小学校社会科教育にお
ける歴史的思考力の涵養に向けて」第₂章より。
22　佐々木和博「「仙台領奥州街道絵図」の基礎的検討」（『仙台
市博物館調査研究報告』10、1990年）参照。
23　渡辺信夫『みちのく街道史』（河出書房新社、1990年）の図₇
（34頁）などより作成。
24　服藤弘司「こうさつば　高札場」（『国史大辞典₅』吉川弘文
館、1994年）353頁。
25　林英夫「いちりづか　一里塚」（『国史大辞典₁』吉川弘文館、
1995年）662頁。
26　堀田幸義「第二章第二節　七北田」（『仙台市史 特別編₉ 地
域誌』仙台市、2014年）91頁。
27　なお、地域教材の効果とその限界や注意点については、前稿
124-126頁を参照のこと。
28　高埜利彦・糟谷憲一・川手圭一・津野田興一前掲「座談
会　大学における歴史研究／教育の現在と未来」23-24頁。
なお、高埜利彦氏も、地域史の活動が盛んな長野県を例に、
かつては小中高の教員が『信濃』という雑誌の発行母体であ
る学会を担い続けていたこと、そうした状況に変化がみられ
ることについて述べている（22頁）。
【謝辞】「仙台領奥州街道絵図」の利用に関して仙台市博物館から
御高配を賜りました。特に、同館の片寄角洋氏と水野沙織氏
には資料や情報の提供にご尽力いただきました。末筆ながら
御礼申し上げます。
（令和元年₉月27日受理）
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